豊栄病院　地域医療連携室だより　　平成２９年１２月号

白鳥の鳴き声が朝夕に空から聞こえます。田んぼに出勤し落穂ひろいのようです。雪が深くならないと良いのですが。　　　今月も、連携室便りをお届けします。
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臨床検討会のお知らせ

日時；平成３０年１月９日（火）　午後６時

場所；豊栄病院　健診棟２階　多目的ホール

講演１：「排尿の仕組みと排尿障害　～前立腺がん治療
との関わりについて」～新潟大学大学院　腎泌尿器病
態学分野・分子腫瘍分野　教授　冨田善彦　先生
講演２：「要介護高齢者の夜間頻尿～チームでの評価とアプローチ～』　新潟医療福祉大学医療技術学部作業療法学科　教授　今西里佳　先生
共催：豊栄病院、第一三共株式会社

平成30年第1回目の臨床検討会は、排泄ケアについての講演会を企画しました。新潟大学の冨田教授に御相談し、「排泄ケアの基本について学んでいこう」という講演会になります。高齢で排泄に問題があるケースが増えていると思います。医療や介護の現場では栄養補給と同様に重要な問題です。排泄ケアの問題に対する系統的な解決システムの構築を今後北区で行う構想も冨田先生はお持ちのようです。在宅医療介護を進める上で非常に有益なシステムと考えられます。今回は基礎編となりますが、是非多くの方に講演を聞いていただきたいと考えます。奮って参加をお願いいたします。軽食の準備のため、参加希望は天木までお願いします。

平成28年度より北区臨床検討会は対象を変えてきました。平成28年度は内科の中堅の先生をお招きして新しい診療のアプローチなどをお話していただき院外薬局の先生方の参加が見られました。平成29年度はDNAR指示やリビングウィルを表明する事前指示書をテーマとし老人施設からの参加も多くありました。さて、来年はどうしようか。とにかく面白いものを企画しますので参加をお願いします（患者総合支援センター長　柄澤良）。
●在宅医療バックアップシステムの現状報告説明会　

[image: image2]
11月29日北区のかかりつけ医の先生方を対象とした在宅医療バックアシステムの現状報告会を行いました。グラフは在宅医療バックアップシステムの累積登録数、累積離脱数、実稼働登録数の推移を示したものです。順調に登録数が増えています。地域包括ケアは必要なサービスが30分以内に提供することを前提としているため中学校区が範囲の目安となりますが、北区の場合一中学校区に一人しか内科の先生がいらっしゃらない校区も多く、一人で一校区を365日見ることは難しいと思います。かかりつけ医の密度の高い東区や中央区と違い、先生方どうしの連携より病院との連携で在宅医療を勧めることが継続可能であると考えました。北区のかかりつけ医の先生方の在宅医療のサポートを目的としていますので現在北区以外の先生の受付はしていません。まだ利用されていない先生には是非登録をご検討ください。資料等は病診連携室天木までお願いいたします（患者総合支援センター長　柄澤良）。[image: image3.jpg]



編集：忘年会で飲みすぎないように。副院長　柄澤良
豊栄病院　患者総合支援センター　TEL　025-386-2801（直通）、FAX　025-386-2784
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